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ターゲットとピーク
LuxDesign

操作マニュアル補足資料

ターゲットとピークの違い

LuxDesignで器具のエイミング設定を行う方法は、照射方向を器具の水平角「Φ（ファイ）」、

鉛直角「θ（シータ）」、器具軸を中心とした回転「rot（ローテーション）」に数値を入力する方

法と、器具の照射方向を矢印で表示し（ターゲット変換）、メインビュー上で矢印の先端を移動

して設定する方法があります。後者の方法は投光器の向いている方向を視覚的に確認しやすい

ので、多数の投光器を使用して設計を行う屋外スポーツ施設などでの活用に適しています。ター

ゲットと似た概念に、照明器具の最も強い光が出ている方向を表す「ピーク」があり、LuxDesign

には「ピーク」を線で表示機能も搭載されています。

LuxDesignに搭載されている関連機能

ターゲット：照明器具（発光面）が向ている方向

ピーク ：配光のピーク（最も強い光）が出ている方向

広角・中角・狭角などの軸対称配光や二面対象配光の場合は、基本的に「ターゲット」と「ピー

ク」は同一の方向となります。前方配光などの一面対象配光や非対称配光の場合は、 「ター

ゲット」と「ピーク」が異なる方向になる場合があります。

一面対称配光器具の場合（前方配光）
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軸対称配光器具の場合

■照明器具の照射方向を横から見た場合のイメージ図
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※ 前方配光器具や横長配光器具の一部などは、器具正面よりも前方方向に光が出るように配光設計されています。

振上げ角度（θ）を設定する際には、架台などとの位置関係や器具筐体の可動範囲にご注意ください。

「ターゲット変換」手順

対象の器具が配置されている「部屋・エリアノード」を選択。 「プロパティ」の「ターゲット変換」ボタンをクリック。 計算面を複数設定している場合は、対象と

なる計算面番号と変換したい器具の配光

を選択して「OK」をクリック

「ターゲット変換」を行うと、ターゲットが矢印で表示されます。器

具が真下や真上を向いている状態の場合、矢印が表示されて

いないように見えますので、ご注意ください。また、器具が向いて

いる方向が指定した計算面と交わらない場合、ターゲット変換を

行うことはできません。

「ターゲット変換」後にθ、Φ、rotへ数値入力して調整を行うと、

「ターゲット変換」が解除されますので、必要な場合には再度変

換作業を行ってください。右図は「No.2」の器具の「ターゲット変

換」が解除されている状態です。「ターゲット変換」されている状

態では、「サブビュー」のターゲット座標の数値が赤色で表示され

ます。

関連機能

ターゲット固定

ターゲットやピーク関連機能を利用するには、「ターゲット変換」を行う必要があります

関連機能は「ツールバー」やコンテキストメニューに格納されています。

ツールバーのアイコン ツール名 ツール概要

ターゲット編集
機能を「ON」の状態にすると、メイン画面上でターゲット（矢印）の先を

マウスでクリックして移動させることができ、感覚的にエイミング調整を行う

ことができます。

ターゲット座標を固定する機能です。機能が「ON」の状態で器具を移動

させてもターゲット座標は変化しません。

θ（シータ）固定
照明器具の真下方向からの振上げ角度であるθ（シータ）を一定に固

定する機能です。「ON」の状態でターゲットを動かすと、照明器具を中

心とした円を描くようにターゲットが移動します。

ピーク編集
「ターゲット編集」と同様に、機能が「ON」の状態ではピークの先端である

「×」をマウスでクリックして移動させることができます。架台などとの位置関

係や器具筐体の可動範囲に注意して設計を行ってください。

ピーク表示
メイン画面上に「ピーク」を表示する機能です。「ピーク編集」を「ON」にす

ると、「ピーク表示」も自動で「ON」になります。前方配光器具など「ター

ゲット」と「ピーク」が異なる配光の器具を検討する際に使用します。

LuxDesignには投光器のエイミング検討などの際に活用すると便利な、「ターゲット」や「ピーク」関連の設計サポート

機能が搭載されています。

配光曲線

※本ソフトウェアの外観や仕様は、改善のため予告なく変更する場合があります。
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No.2の器具
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